
特 集

―
１
日
付
で
対
松
堂
が

対
松
堂
精
工
を
吸
収
合
併

し
ま
す
。
合
併
の
経
緯
と

そ
の
狙
い
な
ど
教
え
て
く

だ
さ
い
。

社
長

対
松
堂
の
操
業

１
０
０
年
の
昨
年
か
ら
構

想
し
て
い
ま
し
た
。
現
存

す
る
資
料
で
、
事
業
活
動

を
し
た
記
録
が
残
っ
て
い

る
の
は
１
９
１
２
（
明
治

４５
）
年
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
節
目
を
機
に
具
体
化

し
た
わ
け
で
す
。

一
方
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
の
影
響
で
、
合
併
を

進
め
る
た
め
の
両
社
の
経

営
基
盤
を
固
め
る
必
要
も

あ
り
ま
し
た
。
不
況
の
影

響
を
脱
し
て
今
年
の
合
併

と
な
り
ま
し
た
。
次
な
る

１
０
０
年
へ
の
最
初
の
年

に
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
の
狙
い
は
、
業
務

の
効
率
化
と
両
社
の
経
営

資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
す
。
ま
ず
、
両
社
の

総
務
や
経
理
部
門
を
管
理

本
部
と
し
て
統
合
。
今
ま

で
の
対
松
堂
を
化
学
品
事

業
部
、
対
松
堂
精
工
を
電

子
事
業
部
と
組
織
体
系
を

改
編
し
ま
し
た
。

―
合
併
後
の
新
「
対
松

堂
」
は
、
ど
の
程
度
の
規

模
に
な
り
ま
す
か
。

社
長

６
月
期
の
仮
決

算
で
グ
ル
ー
プ
連
結
売
上

高
２
７
３
億
円
。
う
ち
、

国
内
売
上
高
６３
億
円
、
電

子
事
業
部
の
海
外
４
社
を

連
結
す
る
と
２
２
６
億
円

に
な
り
ま
す
。
従
業
員
は

国
内
外
の
合
算
で
２
１
３

８
人
（
今
年
４
月
１
日
時

点
）
と
な
り
ま
す
。

こ
の
１０
年
間
の
国
内
外

の
売
上
高
を
比
べ
て
見
る

と
、
対
松
堂
、
対
松
堂
精

工
と
も
国
内
事
業
は
残
念

な
が
ら
大
き
な
成
長
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
対
松
堂
精
工
の

海
外
事
業
は
順
調
に
伸
び

て
、
グ
ル
ー
プ
売
上
の
約

７７
％
を
占
め
ま
す
。
今
後

は
海
外
事
業
に
経
営
資
源

を
注
ぎ
、
グ
ル
ー
プ
の
強

み
を
生
か
し
た
い
で
す
。

―
相
談
役
は
対
松
堂
の

創
業
者
と
し
て
ど
ん
な
心

境
で
す
か
。

相
談
役

製
造
業
の
存

続
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
が

不
可
欠
で
す
。
大
き
な
視

野
で
、
常
に
挑
戦
し
な
が

ら
成
長
を
続
け
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。
母
体
で
あ
る

対
松
堂
へ
の
合
併
で
、
原

点
に
戻
っ
て
新
た
な
気
持

ち
で
見
守
り
た
い
で
す
。

―
期
待
さ
れ
る
合
併
効

果
は
。

社
長

販
売
と
製
造
部

門
は
事
業
部
と
し
て
従
来

ど
お
り
別
に
運
営
し
て
い

き
ま
す
。
一
方
、
対
松
堂

精
工
の
電
子
部
品
、
対
松

堂
の
工
業
薬
品
は
異
な
る

顧
客
が
存
在
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
紹
介
し
合
っ
て
新

規
顧
客
を
増
や
し
、
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

―
対
松
堂
の
歴
史
は
古

い
と
聞
き
ま
す
。

相
談
役

現
存
す
る
記

録
で
は
、
１
９
１
２
（
明

治
４５
）
年
創
業
の
薬
種
商

が
前
身
で
す
。
こ
れ
を
創

業
年
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
起
源
は
も
っ
と

古
く
、
江
戸
時
代
末
期
に

営
ん
で
い
た
薬
品
も
販
売

す
る
萬
（
よ
ろ
ず
）
屋
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

薬
局
か
ら
化
学
工
業
薬

品
専
門
商
社
を
創
業
し
た

の
が
私
の
代
で
す
。

―
取
引
先
の
要
望
で
生

ま
れ
た
の
が
対
松
堂
精
工

で
す
ね
。

相
談
役

創
業
時
は
高

度
経
済
成
長
期
の
真
っ
た

だ
中
。
企
業
の
生
産
活
動

に
必
要
な
副
資
材
を
始
め

ま
し
た
。
生
産
工
程
で
接

着
剤
な
ど
が
「
少
量
だ
が

す
ぐ
に
必
要
」
と
取
引
先

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。
そ

う
い
っ
た
要
望
に
こ
た
え

る
会
社
と
し
て
対
松
堂
が

存
在
し
ま
し
た
。

化
学
工
業
薬
品
を
展
開

す
る
中
、
メ
ー
カ
ー
か
ら

電
装
品
の
協
力
工
場
を
求

め
ら
れ
た
。
「
そ
れ
で
は

私
が
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

と
立
ち
上
げ
た
の
が
対
松

堂
精
工
で
し
た
。

社
長

部
品
製
造
へ
の

進
出
は
転
機
で
し
た
。
さ

ら
に
、
９０
年
代
に
メ
ー
カ

ー
生
産
拠
点
の
海
外
移
転

へ
と
つ
な
が
っ
た
わ
け
で

す
か
ら
。

―
初
め
て
海
外
（
香
港

深
�
）
に
進
出
す
る
と
き

は
悩
ま
れ
た
と
思
い
ま

す
。
ど
う
決
断
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

相
談
役

海
外
事
業
は

未
知
の
世
界
で
リ
ス
ク
も

大
き
か
っ
た
で
す
が
、
国

内
市
場
の
縮
小
も
避
け
ら

れ
な
い
状
況
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
新
た
な
市
場
を

求
め
て
海
外
生
産
を
増
や

す
時
代
だ
と
考
え
、
社
運

を
賭
け
て
の
進
出
と
な
り

ま
し
た
。

―
深
�
に
始
ま
り
、
今

は
拠
点
も
か
な
り
拡
大
さ

れ
ま
し
た
ね
。
蘇
州
と
ベ

ト
ナ
ム
で
す
ね
。

社
長

当
時
最
大
の
顧

客
だ
っ
た
ミ
ノ
ル
タ
が
９４

年
に
深
�
の
北
部
の
東
莞

へ
工
場
を
出
し
ま
し
た
。

国
内
生
産
の
縮
小
に
合
わ

せ
て
自
社
も
進
出
し
た
わ

け
で
す
。

―
新
た
に
始
め
た
製
造

業
で
す
が
、
自
社
の
強
み

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

社
長

１
つ
は
環
境
に

対
応
し
た
技
術
で
す
。
鉛

を
使
わ
な
い
ハ
ン
ダ
付
け

を
行
う
「
鉛
フ
リ
ー
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
２

つ
目
は
、
国
内
に
も
負
け

な
い
品
質
管
理
力
。

基
板
の
世
界
は
品
質
で

十
分
勝
負
で
き
る
分
野
で

す
。
今
は
対
松
堂
と
し
て

の
も
の
づ
く
り
へ
の
考
え

や
品
質
管
理
を
全
工
場
で

統
一
し
、
共
有
で
き
る
仕

組
み
が
不
可
欠
で
す
。

２
年
前
か
ら
、
各
工
場

間
で
品
質
管
理
を
相
互
に

監
査
す
る
体
制
を
整
え
ま

し
た
。
各
地
に
点
在
す
る

工
場
で
育
成
し
た
監
査
員

が
、
グ
ル
ー
プ
内
の
工
場

の
品
質
を
互
い
に
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
ど
こ
で
も
同

じ
品
質
を
維
持
す
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。

―
新
し
い
「
対
松
堂
」

の
将
来
像
は
。

社
長

旧
対
松
堂
の
事

業
部
門
は
工
業
薬
品
、
化

学
品
、
包
装
材
料
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
と
迅
速
な
配
送

で
企
業
の
生
産
活
動
を
支

え
て
い
く
こ
と
で
す
。

旧
対
松
堂
精
工
の
電
子

事
業
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー

の
現
地
生
産
に
伴
い
、
中

国
や
ア
セ
ア
ン
地
域
へ
進

出
し
ま
し
た
。
当
社
は
中

国
と
ベ
ト
ナ
ム
に
工
場
が

あ
り
ま
す
。

今
後
は
こ
こ
を
成
長
の

柱
と
し
た
い
で
す
。
中
国

を
縮
小
す
る
わ
け
で
は
な

い
で
す
が
、
１０
年
後
は
ア

セ
ア
ン
地
域
と
中
国
の
比

率
を
同
程
度
に
と
考
え
て

い
ま
す
。
将
来
は
ア
セ
ア

ン
地
域
に
、
第
２
拠
点
を

設
立
し
た
い
で
す
。

―
創
業
し
た
豊
川
市
に

本
社
を
置
き
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
経
営
を
標
ぼ
う
さ
れ

て
い
ま
す
。

社
長

地
域
に
密
着

し
、
地
元
の
お
客
さ
ん
に

か
わ
い
が
ら
れ
る
会
社
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

電
子
事
業
部
は
海
外
展

開
を
進
め
ま
す
が
、
地
域

に
根
差
し
な
が
ら
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
会
社
で
あ
り
た

い
で
す
。

相
談
役

国
内
の
話
で

す
が
、
ま
ず
従
業
員
が
よ

り
豊
か
に
な
っ
て
、
東
三

河
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
そ

れ
が
地
域
社
会
に
い
い
影

響
を
与
え
て
い
く
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
形
で
地
域

に
根
差
し
た
い
で
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

豊
川
市
に
本
社
を
構
え
る
対
松
堂
（
同
市
新
桜
町
通
３
丁
目
、
田
中
寛
孝
社
長
）
と
、
同
子
会
社
で
電
子
回
路
実
装
基
板
の
対

松
堂
精
工
（
同
市
川
花
町
１
丁
目
、
同
社
長
）
が
１
日
付
で
正
式
合
併
し
た
。
経
営
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
事
業
基
盤
の
強
化

や
、
業
務
効
率
化
を
図
る
。
対
松
堂
が
企
業
を
存
続
し
、
化
学
品
事
業
と
電
子
事
業
、
管
理
本
部
の
各
部
門
を
配
置
し
て
新
体
制

も
固
ま
っ
た
。
合
併
後
は
経
営
資
源
を
集
約
し
、
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も
対
応
す
る
。
長
年
、
地
域
に
根
差
し
、
世
界
を

見
据
え
た
２
つ
の
顔
を
持
つ
新
会
社
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
新
会
社
の
田
中
寛
孝
社
長
と
、
田
中
辰
治
相
談
役
に
聞
い
た
。

（
聞
き
手
�
編
集
局

加
藤
広
宣
、
企
画
�
営
業
局
主
任
・
社
長
室
付

田
中
健
一
）

顧
客
紹
介
し
合
い
新
規
を
増
や
す

合
併
で
海
外
事
業
に
拍
車

経
営
資
源
の
有
効
活
用
と
業
務
効
率
化

環
境
に
対
応
し
た
技
術

全
工
場
で
品
質
管
理
統
一
、共
有

対
松
堂

田
中
寛
孝
社
長

田
中
辰
治
相
談
役

１８６５年 創業
１９１２年 田中對松堂薬店創立
５３年 ４月 田中対松堂薬局を開設
６１年 ３月 豊川市明野町に化成品部を開設、工業薬品の販

売を始める
６５年１２月 会社設立（資本金３００万円）。社名を対松堂に改称
７２年１１月 豊川市桜町通（現本社所在地）に新社屋建築
７６年 ３月 資本金６００万円に増額
８３年 ３月 豊橋営業所を開設
８５年 ８月 資本金１２００万円に増額
８８年１２月 安城営業所を開設
８９年１０月 資本金を４１８５万円に増額
９１年 ３月 資本金を９６００万円に増額
９３年１１月 優良申告法人に認定
９９年１１月 優良申告法人に認定

２０００年１１月 田中辰治氏が会長、
田中寛孝氏が社長に就任

０２年 ５月 次亜塩素酸ソーダ充てん施設を新設
０３年 ６月 ＩＳＯ１４００１認証取得
１３年 ７月 対松堂精工を吸収合併。化学品事業部

１９７９年１２月 会社設立（資本金１０００万円）
旧小坂井町でプリント基板の実装を始める

７９年１１月 本社工場を豊川市川花町（現・対松堂電子事業部）
に新築移転

８２年１０月 本社工場第二期増設
８３年 ５月 プリント基板の設計を始める
８４年 ９月 本社工場第三期増設

１０月 ＯＡ機器の組み立てを始める
８９年１０月 資本金３７４０万円に増額
９４年 ４月 對松堂香港を設立

８月 同社の深�工場を操業開始
９６年 ９月 ＩＳＯ９００２の認証取得
９８年 ８月 田中寛孝氏が社長に就任
９９年 １月 本社工場第四期増設

２月 資本金７０００万円に増額
３月 對松堂香港の深�工場新築・移転
１０月 同工場ＩＳＯ９００２の認証取得

２０００年 ９月 ＩＳＯ９００１の認証取得
０１年 ９月 ＩＳＯ１４００１の認証取得
０２年 ９月 ＩＳＯ９００１（２０００年度版）の認証取得

対松堂電子（蘇州）を設立
０３年 ６月 鉛フリー対応設備を導入
０４年１０月 対松堂電子（蘇州）の工場を新築移転

１１月 對松堂香港がＩＳＯ１４００１認証取得
０５年１０月 ＩＳＯ１３４８５の認証取得
０７年 ５月 対松堂ベトナムの設立
０８年１２月 同社の操業開始
０９年１１月 同社がＩＳＯ９００１、および１４００１の認証取得
１０年１２月 対松堂精密工業（深�）を設立
１１年 ７月 対松堂電子（深�）がＩＳＯ／ＴＳ１６９４９の認証

取得
１３年 ７月 対松堂と合併（電子事業部）

沿 革
■対松堂■

中国、ベトナムを柱に
将来はアセアン地域に第２拠点

■対松堂精工■

海外に４拠点
グループ母体の対松堂は、接

着剤や金属表面処理剤、試薬や

包装資材など地元メーカーが工

場の製造工程で使う「副資材」

を扱う薬品商社だ。

７０年代に入り、取引先の複写

機メーカーが電子回路実装基板

の協力工場を求め、田中辰治社

長（当時）が決断。町工場を買

い取り７４年に対松堂精工を設立

した。現在は自動車や医療機器

などの部品まで広がった。

さらに、メーカーの中国進出

に伴い９４年に對松堂香港が広東

省深�に工場を設立。その後は

蘇州、ベトナムにも進出した。

グループ全体で愛知県下に本

社を含め４拠点、海外でも商社

としての對松堂香港を含め４拠

点を構え、地域に根差すグロー

バル企業に成長した。

新
生
「
対
松
堂
」
の
ス
タ
ー
ト
を
喜
ぶ

寛
孝
社
長
㊨
と
辰
治
相
談
役

《１２》２０１３年（平成２５年）７月１日（月曜日）

地域に根差しグローバルな視野

田中辰治相談役

新聞定価１カ月２４５０円 １部８０円（税込み）

田中寛孝社長

第３種郵便物認可


